
［成果情報名］高糖度で食味がよい早生モモ「ふくえくぼ」

モモ品種「ふくえくぼ」の成熟期は「日川白鳳」よりやや遅いが、果実重は「日［要約］

川白鳳」と同等で、糖度は「日川白鳳」より高い。果肉はやや硬く、食味も良く果実品質

は優れる。
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［背景・ねらい］

県内の施設栽培モモは、「日川白鳳」が主体であるが、成熟期の天候により糖度が低

く、食味が優れないこともある。また核割れ果の発生も見られ、生果率が低下しやすい。

そこで、施設栽培に適した品質が優れた早生品種を探索し、県内における適応性を明

かにする。

［成果の内容・特徴］

１．樹勢は「日川白鳳」並の中程度、枝の発生密度も中程度で、花芽の着生は多く、花粉

を有する（表１）。

２．果実は玉揃いが良く果形は円である。果皮の着色は濃くなく中程度である。大玉果は

果皮の陽光面に微細な亀裂が入ることもある。核割れ果はほとんど無く、日持ち性は

「日川白鳳」より優れる（表２）。

３．開花期は「日川白鳳」とほぼ同時期で成熟日数は「日川白鳳」より１～７日遅い。果

実重および果形指数は「日川白鳳」とほぼ同等である。果皮の着色歩合は「日川白鳳」

よりやや低いが、糖度は安定してやや高く、食味は良い（表３、写真１）。

［成果の活用面・留意点］

１．共台で２本主枝仕立て、無袋栽培の結果である。

２．「ふくえくぼ」は「あかつき」の組織培養の苗条にγ線を照射し、育成された。



［具体的データ］

表１ 樹体の特性

品 種 樹勢 枝の発生 花芽の着生 花粉の有無

ふくえくぼ 中 中 多 有

日川白鳳 中 ﾔﾔ多 多 有

表２ 果実特性

品 種 揃い 果形 果皮の着色 果肉色 裂果 核割れ 香気 日持ち性

ふくえくぼ 良 円 中 乳白 微 無 無 良

日川白鳳 ﾔﾔ良 円 中 乳白 無 少 無 ﾔﾔ良

表３ 生育相及び果実品質

満開期 成熟日数 果実重 果形指数 糖度
品 種 年度 着色歩合 ｐＨ

（月日） （日） （ｇ）(横/縦*100） （Brix）

ふくえくぼ 2003 3.19 93 164.8 104.3 6.4 12.8 4.86

2004 3.18 89 141.7 97.2 4.9 11.7 4.62

2005 3.24 88 228.2 102.5 4.6 13.8 4.92

日川白鳳 2003 3.19 89 162.8 110.5 7.7 9.8 5.06

2004 3.16 88 159.3 99.2 6.9 9.9 4.80

2005 3.24 81 205.4 101.4 7.0 13.5 5.16

注）無加温栽培（3.1から保温開始）

写真１ ふくえくぼの果実
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